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不朽のはずの民主主義の終焉  
10 月 1 日（新年度）からの暫定予算に共和党が制する下院がオバマ・ケア（オバマ大統領

の看板政策：医療制度改革）の 1 年延期条件を付けたため民主党が過半数を占める上院が暫

定予算案に反対、アメリカでは新年度からの予算無しで政府の一部機能不能に陥った。私は

本誌で「金（予算）の切れ目が縁（国民との絆）の切れ目のアメリカは「品格の無い国」と

揶揄したが本当に「金の切れ目が国民との縁の切れ目」になってきた。アメリカの国民が選

んだ国会議員の議会で「多数決の原則」が故に予算は決まらず国債はデフォルト（不渡り）

の危機。国民本位の放漫財政、返済の見込み無き借金総額増大化の連鎖でアメリカも南欧諸

国同様の財政危機に陥っている。先進国の返済不能累積赤字の唯一の原因は止まること無き

福祉予算増大化。「当選しなければただの人」だから政治家は当選するために「財源なき福祉

予算」を国民に約束し続ける。日本も気が付いてみたら国の借金が GDP（国内総生産）比

200%になっていた。アメリカの成人 46%は税金を払わず何らかの形で福祉や失業保険の受

益者、しかも年々その数が増加している。このことはいかに国民が権利だけを主張し義務を

果たさないかを物語っている。日本でも福祉支給日はパチンコ屋さんが大繁盛するようにア

メリカ化が進んでいる。「働かざる者食うべからず」（マルクス）は自由主義国家でも共産主

義国家でも 1970 年代の高度成長期までは通用したが、今は「働かない者を食わすべし」に

変わった。丁度日本が貿易黒字国から赤字国に変わり、恒常的海外所得収支黒字国になった

のに「円安は日本経済にプラス」などと誤解しているように、民主主義哲学（考え方）も体

質が変わった現在社会に不向きになっているばかりか政治と経済を崩壊に導きつつある。 

何故民主主義なのか 
いかなる哲学もそうであるように「民主主義は不朽ではない」。かつての「小冊子」で述べ

たが、17 世紀の産業革命以来、従来の封建的地域に縛られていた個人が産業革命による経済

の成長と拡大に伴って「労働と時間」として産業の重要な構成要素として開放された。さら

に産業が競争力を持つためにはチャップリンのモダンタイムズのような歯車としての労働者

ではなく労働者を個人として尊重し労働条件や労働環境を改善すれば労働者の労働力が「活

性化」することが発見された。産業の必要性によって生まれたのが民主主義の思想である。 

モダンタイムズは世界も日本も 1974 年に終焉した。小売店の会計に列をなす顧客をいか

に早く回転させるかが求められた時代から、真心とサービス精神がスーパーに求められる時

代になった。「量から質の時代」とも言える。単純な仕事はロボットが行う時代に産業が求め

るのは 1%のエリートである。エリートと、働けるのに働かないニートが同じ発言力（一票）

では産業も国家も持たない！ 

20 世紀の価値観を 180 度変える「増田俊男の下山の哲学」の時代が迫っている。 
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増田俊男の「目からウロコのインターネット・セミナー」大好評配信中！ 
1 ヶ月わずか￥1,000！ご契約は 1年単位になります 
現在大好評配信中！「目からウロコのインターネット・セミナー」！視聴期間はお申込み翌月よ
り 12 ヶ月となりますのでお申込み月は無料でご視聴頂けます。詳しいご案内、お申込みについ
ては増田俊男事務所（Tel：03 3955-6686、HP：www.chokugen.com ）まで。 

 


